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Monochrome Circus 掌編ダンス集 国内ツアー2009
長野　京都　別府　岡山
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演目
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クレジット
レコメンド
2009年10月31日〜12月13日

〈長野公演〉　茅野市民館　〈京都公演〉　アトリエ劇研

〈大分公演〉　別府市中央公民館　〈岡山公演〉　本行寺
	本件に関するお問合せは…

モノクロームサーカス　担当：小鹿
〒606-8181　京都市左京区一乗寺地蔵本町７−２
TEL=090-9704-8648 Mail= mc@monochromecircus.com

URL= http://www.monochromecircus.com



この情報は2009.8.26現在のものです。
· 趣旨・目的
ダンスを掌にのせて
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「掌編ダンス集」は、坂本公成による短編・中編の作品シリーズです。川端康成の『掌（たなごころ）の小説』にちなんで、時間的制約に縛られずに創作していくというスタンスではじまりました。5〜25分のソロからカルテットまでがあり、それぞれ初演後もワーク・イン・プログレスの形をとりながら、改訂／再演を繰り返してきました。ダンサーの個性や身体を最大限にいかした作品づくりは、作品世界の強度やリアリティを高め、そのクオリティは国内外で評価をされています。これまで国内だけでなく、タイ、ポルトガル、フランスといった海外公演へと発展してきました。

今年のツアーでは新たに地元製作作品『レミング』を加えるほか、ソロ作品『怪物』を異なるダンサーで踊る試みといった、シリーズならではの作品の味わい方を展開します。一方で、公演を通じて劇場など、地域の文化拠点を繋いでいくこともこのツアーで目的としています。劇場のほか、寺院、公民館と各地のユニークな場所を会場として行います。
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◆公演概要
『凪』『朱鷺に寄せる哀歌』『最後の微笑』

茅野公演

日時： 10月31日 （土）16:00

終演後アフタートークあり　ゲスト：奥村睦子（邦正美創作舞踊研究所）

会場：茅野市民館 アトリエ　〒391-0005 長野県茅野市仲町1番22号 TEL= 0266-82-8222
料金：前売　一般2,000円　学生1,500円　高校生以下　1,000円

当日　一般2,500円　学生2,000円　高校生以下　1,500円
関連企画：

CIMJ2009茅野「コンタクト・インプロウ゛ィゼーション集中！基礎講座」www.cimj.net

日時：10/28（水）〜29（木）19:00-21:30
場所：茅野市民館　アトリエ

講師：坂本公成、森裕子

対象：ダンス経験不問。身体に興味を持つ方すべて。

持ち物：動きやすい服装でお越しください（ゴムパンツ、Tシャツなど。靴下か裸足で動きます）

料金：2日間4,000円　（１日のみ2,500円）

〈同日開催〉

『小津安二郎記念蓼科高原映画祭』

日時：2009年10月31日(土)、11月1日(日)

会場：茅野市民館マルチホール、、新星劇場、無藝荘

小津監督と脚本家野田高梧の制作活動が行われた別荘無藝荘が蓼科高原にある。蓼科高原映画祭は小津安二郎監督の功績を讃えて誕生し本年で12回を数える。小津監督作品、日本人監督作品の秀作、アジア映画の上映の他、短編映画コンクール、無藝荘特別公開が柱になって繰り広げられる、秋の映像と交流の祭典です。
詳しくは、映画祭WEB =http://www.tateshinakougen.gr.jp/cinema/まで
『怪物』『レミング』『neighbor』

京都公演
日時： 11月5日（木）〜8日（日）
11/5（木）19:00★
11/6（金）19:30
11/7（土）14:00　18:00★

11/8（日）14:00★

＊開演前パフォーマンスあり　

★＝アフタートークあり　
ゲスト：5日　苅谷昌江（画家）7日きたまり（振付家・ダンサー／KIKIKIKIKIKI）8日桑折現（演出家／dots）

会場：アトリエ劇研 http://www.gekken.net 〒606-0856京都市左京区下鴨塚本町１　TEL=075-791-1966

料金：前売　一般2,500円　学生2,000円  当日　一般2,800円　学生2,500円

『怪物』『きざはし』『neighbor』

別府公演
日時：11月21（土）19:00　22日（日）15:00★
★アフタートークあり　ゲスト：山出淳也（NPO法人BEPPU PROJECT代表）
会場：別府市中央公民館 　〒874-0908大分県別府市上田の湯町6-37　TEL=0977-22-4118

料金：前売　一般2,000円　学生1,500円
当日　一般2,300円　学生1,800円

＊開演前のお楽しみパフォーマンスあり。ご来場はお早めに。
『きざはし』『レミング』『怪物』

岡山公演 岡山河畔劇場VOL.27
後援：岡山県　岡山市　山陽新聞社　RSK山陽放送
日時： 12月12日（土）〜13日（日）
12日（土）14:00　18:00

13日（日）14:00★

★アフタートークあり　ゲスト：秋山事遷（本行寺住職）　
会場：本行寺 http://www.hongyoji.net/　〒700-0818岡山市蕃山町3-5

料金：前売　一般2,000円　学生1,500円（中学生以下）

当日　一般2,300円　学生1,800円

関連企画：

コンタクトインプロヴィゼーション週末ワークショップ

日時：2009年9月11日（金）〜13（日）

11（金）①19:00-21:00　「ふれること」

12（土）②13:00-15:00 「話す、聴く」③15:30-18:00「重心」

13（日）④13:00-15:00「ふれないこと」⑤15:30-18:00「構造」　全11時間

対象：ダンス初心者、一般向け

会場：本行寺　岡山市蕃山町3-5 http://www.hongyoji.net
料金：通し　9,000円　1回2,000円（①②④）2,500円（③⑤）
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◆チケット

モノクロームサーカスWEB予約　　www.monochromecircus.com
茅野公演　茅野市民館（窓口販売）

岡山公演　NPO法人アートファーム　TEL=086-233-5175　E-mail= info@artfarm.or.jp
京都公演　アトリエ劇研　TEL=075-791-1966　 E-mail= info@gekken.net
別府公演　OITA’N DANCE ORGANIZATION TEL=0977-80-6326　 E-mail= oitandance@yahoo.co.jp
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演目
top
京都／別府

『怪物』‘１８ 


(c)Toshihiro Shimizu
アゴタ・クリストフによる同名戯曲をダンス化。

イギリスの現代絵画家フランシス・ベーコンの絵画をサブテクストに、強靭でしなやかな身体が歪む。いわば「拒否された身体」をヴィジュアル化。フランス最大のフェス『フェスティバル・ドートンヌ』でも今秋上演。野村香子とともにCRUSTACIAの椙本雅子による２versionで上演します。

演出・振付：坂本公成    
出演：野村香子　＊京都公演 6日のみ　椙本雅子　

音響:真鍋大度

初演：2006年
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別府／岡山

『きざはし』‘２５

(c)Toshihiro Shimizu
150本のナイフ、テーブルの上と下の男女。

意図しようが意図しまいが人が２人存在するだけで互いに傷つけ合っている。お互いの存在にさえ気付かないような階（きざはし）に立ってみてそのことに気付く。言葉になりようのない言葉、聞き取れない発声。
演出・振付：坂本公成 森裕子　出演:合田有紀　野村香子　衣裳：堂本教子

初演：2006年
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茅野『最後の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほほえみ),微笑)』　‘35
 (c)Toshihiro Shimizu
35分間微笑みっぱなしのカルテット・ダンス。
動きと表情の相克。生と死のばかばかしい戯れ。コンタクトを多用した激しいダンスの中でダンサー達は25分間微笑みっぱなしで踊る。一体彼等は笑っているのか？最後に微笑んだのは誰か？謎を残す、不条理なダンス。MCならではの見事なアンサンブルも魅力。

演出・振付：坂本公成    
出演・振付：森裕子　荻野ちよ 合田有紀　野村香子 
音楽:真鍋大度

初演：2006年

茅野
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『朱鷺に寄せる哀歌』 ’12

 (c)Toshihiro Shimizu
現代音楽家 吉松隆による
哀切な傑作『朱鷺によせる哀歌』に捧げた作品。

４本の手足の上で月が浮かぶようにぽっかりと照らされる身体。地上50cmで踊りつづける身体(からだ)がたどりつく場所。
演出・振付：坂本公成    出演：坂本公成　小寺麻子
初演：2007年
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茅野

『凪』 ’25 


(c)Toshihiro Shimizu
彼の足の上にある彼女のすべて。
嵐の後。高揚の後。ふたりでいることの「ほんの一瞬の／永遠」の調和。凪。親和と抵抗。個体と液体。拘束と自由。振付と即興。他者とコンタクトする身体をベースに据えながら『掌編ダンス集』を貫く問題意識を頂点まで高め た、ライブ性高い作品。
演出・振付：坂本公成   出演・振付：合田有紀　野村香子
初演：2008年

topへ

◎シリーズ期待の新作！　　　
これまでの作品が「タテ関係」だとすれば、新作は「ヨコ関係」でつづられる。

京都／別府　新作①『neighbor』

演出・振付：坂本公成　　　出演:合田有紀　+シークレット・ダンサー

世界と無関心、だれかの傍らにいること。

合田有紀の身体性そのものを軸に、「passing01」「WASH」とこれまで試行を重ねてきたモチーフがデュエットとして完結します。パートナーが回ごとに変わる異色のデュエット。親密さのかけらも無い／有る空間について。からだと いきはぐれるから だれとも であえない。
京都／岡山　新作②『レミング』
監修：坂本公成　共同演出：森裕子＋小寺麻子＋荻野ちよ　出演：地元選出者＋Monochrome Circus

いやおうなくそこに「他者」がいることの魅力。
いやおうなくそこに「他者」がいることの恐怖。

レミングとは、ヨーロッパやアメリカの北部地方に生息するネズミに似た小形の動物。爆発的に大増殖し大群で移動する。本作品は上演地でダンサーを募集、選出して製作する新たな作品スタイルの提案でもある。カンパニーダンサーと地元ダンサーがそれぞれの身体の垣根をとり払ってつくる、シンプルな構造から生まれる作品です。
◆プロフィール　　top
Monochrome Circus　モノクロームサーカス
京都を拠点に活躍するコンテンポラリーダンス・カンパニー。主宰坂本公成。「身体をめぐる／との対話」をテーマに国内外で活動を続ける。『掌編ダンス集』と銘打つ大小の作品群７作品をはじめ、海外振付家による2作品、上演回数約300回となるアウトリーチ的プロジェクト『収穫祭シリーズ』や坂本と異なるジェネレーションと背景を持つ人々が舞台上で出会う『旅の道連れ』、Dumb Typeの照明家藤本隆行とのLED照明を軸にしたコラボレーション『Refined Colors』や『lost』など現在13のレパートリー作品を維持する。
坂本公成

「身体との対話」をテーマに様々な公演、ワークショップ、プロジェクトを手がける。MC作品の振付／演出のほか、京都国際ダンスワークショップフェスティバル、Contact Improvisation Meeting Japanのディレクターを務める。近年では、別府現代芸術フェスティバル[混浴温泉世界]で『ダンサーを探せ!!』、『旅の道連れ』と様々な身体を持った人々との作品製作が注目されている。’01年京都市若手芸術家奨励制度奨励者、’02年アジアン・カルチュラル・カウンシルの助成を受けてNYに研修。平成19年度京都市芸術新人賞受賞。’09年度より近畿大学非常勤講師。
森裕子

京都国際ダンスワークショップ・フェスティバル代表。コンタクト・インプロヴィゼーションのワークショップ講師としても国内で多数講師をつとめる。近年はdumb typeの藤本隆行と「lost」をはじめLED照明を用いた作品づくりを進行中。踊ることの根源的な「楽しさ」を伝えたいと願っている。
荻野ちよ

坂本、森とともにヨーロッパ、アジア、国内で多数の「出前行脚」を行なう。 ‘06年アジアのダンサー、振付家とヨーロッパのアーティスト・ダンサーとをつなぐ『Point to Point』にて振付家として参加。佐伯有香とのユニット『双子の未亡人』も主宰、’07年『OFURO』（フランス）、 40人のダンサーが一挙に踊る『ノリコボレル』。
合田有紀

松山大学にて、ストリート、モダン、コンテンポラリーと様々なダンスを学ぶ。‘07年アンジェ国際振付センターにて研修。‘00年Japan　Dance　Delight決勝大会出場。JCDN「踊りに行くぜ!!」vol.3,vol4出演。
野村香子

ダンサー。学生時代にストリート、モダン、ジャズダンス等様々なダンスを踊り始める。07年より、Monochrome Circusに参加。「凪」「最後の微笑」「きざはし」等に出演。コンタクト ・インプロヴィゼーションをたっぷり味わい、生きる力を使ったダンスに目覚め始める。

ゲスト出演

小寺麻子

岡山大学卒業。水泳・新体操等を経て、ダンスへ。京都コンテンポラリーダンスラボ“Bridge”（2005年）を機に、さらなる模索。Monochrome Circus、コンタクトインプロヴィゼーションと出会い、身体・社会・生き方について、踊りながら考える。

椙本雅子

５歳よりモダンダンスを始める。短大卒業後渡欧し、Laban CentreにてPDDS修得。帰国後、浜谷由美子主宰CRUSTACEA結成メンバーとなり、以降全作品出演。近年は外部カンパニーでの出演や声優としても活動している。

◆クレジット

主催：モノクロームサーカス

共催：茅野市民館指定管理者 株式会社地域文化創造／アトリエ劇研／OITA’n DANCE ORGANIZATION ／

NPO法人アートファーム

舞台監督:渡川知彦

照明：井村奈美

音響：四ノ宮基貴　大西博樹（岡山公演）

制作：小鹿由加里[Underline]+森裕子

宣伝美術：清水俊洋

フライヤー表紙：苅谷昌江

WEB：柏田由香

平成21年度文化庁芸術振興費補助金（芸術創造活動特別推進事業）

atelier GEKKEN residency company ’07-‘10

京都芸術センター制作支援事業
top
◆レコメンド

カンパニーの財産として受け継がれていく作品がある一方で、

何度も同じコンビでの再演を繰り返してきたからこそ生まれてきた絶妙のコンビネーションが見られる。

こうした対照的な２作品を見せることで集団の底力を感じさせた。
─中西理『2880年ベストアクト』より

このカンパニーの特徴のひとつは、誰もがソロを踊れる身体と技術を備え、しかもそれぞれがはっきりとした個性を持ったダンサーであること、そしてダンサー間に階層（ヒエラルキー）がないことだ。

─竹田真理『ダンスワーク』2008年より
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	本件に関するお問合せは…

モノクロームサーカス　担当：小鹿
〒606-8181　京都市左京区一乗寺地蔵本町７−２
TEL=090-9704-8648 Mail= mc@monochromecircus.com
URL= http://www.monochromecircus.com
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